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井上さつき教授退職記念最終講義　開催報告
七條めぐみ　愛知県立芸術大学音楽学部非常勤講師（音楽学）

井上さつき教授退職記念特集

　2022年 2月 19日（土）、井上さつき教授の定年退職を記念して最終講義が

開催された。この催しは、音楽学コース卒業生・修了生の有志による実行委員

会が中心となり、およそ 1年前から準備を進めてきた。本稿では、実行委員会

の幹事としての立場から、開催概要と当日までの経緯、開催を終えての所感を

まとめる。なお、文中では「井上教授」ではなく「井上先生」と表記させてい

ただくこと、ご海容いただきたい。

１．開催概要　

日時　　2022年 2月 19日（土）14:00～ 16:00

会場　　愛知県立芸術大学新講義棟大講義室（Zoomによるリアルタイム配信

　　　　とのハイブリッド開催）

主催　　愛知県立芸術大学音楽学部作曲専攻音楽学コース

参加者　会場　25名（本学在学生、専任教員、職員）

　　　　オンライン　83名（上記に加え、本学卒業生、非常勤講師、一般参加を含む）

プログラム

第 1部　レクチャー「近代フランス音楽／万博／楽器～私の研究遍歴」

　演奏　（鈴木政吉作　1929年製手工ヴァイオリンを使用）

　　　　ヘンデル：ヴァイオリン・ソナタ第 4番　ニ長調　作品 1-13（HWV371）

　　　　牧野葵（ヴァイオリン）、大崎奈々（ピアノ）

第 2部　レクチャー「楽器大国ニッポンの基礎ができるまで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～鈴木政吉と山葉寅楠」

２．当日までの経緯

　井上先生のご退職を見据えて、2019年、最終講義の開催と論集の出版とい

う 2つの記念事業の構想が持ち上がった。先に動き出したのは、論集の出版で
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ある。こちらは、森本頼子さんが中心となり、2020年 1月頃から原稿の集約

とチェックを進め、2022年 1月、井上先生と愛知県立芸術大学で学んだ音楽

研究者 7名による論集『音楽と越境』として、音楽之友社から刊行された 1。

一方、最終講義の具体的な準備が始まったのは、2021年の夏頃である。当初

は「レクチャーコンサート」と銘打っており、愛知県立芸術大学室内楽ホール

での開催を想定していた。しかし、井上先生との打ち合わせを通じて、演奏よ

りもレクチャーが中心であること、会場開催だけでなく Zoomによるリアルタ

イム配信も行うことなどを考慮し、「最終講義」として新講義棟大講義室で開

催することに決定した。

　このイベントにおいて最も難しい問題となったのが、会場開催の規模である。

新講義棟大講義室は、コロナ禍における収容人数の上限が 128名に定められて

いる。これを受け、最終講義実行委員会では来場定員を 50名に制限し、学内

者と音楽学コースの卒業生・修了生、博士後期課程修了生、音楽学コース管轄

科目担当の非常勤講師、井上先生の関係者に招待をお送りし、申込のあった人

のみが来場可能とした。しかし、オミクロン株の流行による感染状況の悪化を

受け、2022年 2月初旬、来場者を学内者（在学生、専任教員、職員）に再限

定することとした。開催直前の方針変更となったことで、来場申込のあった方

にオンライン参加への切替をお願いしなければならなかったが、幸い申込者の

方々にはご理解いただき、また安全にご参加いただくことが可能となった。

　まさに「コロナ禍」ならではの最終講義となったが、その準備・運営には多

くの知恵とマンパワーが集まった。以下に、実行委員会のメンバーと主な役割

分担を記載する。
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　この他にも、構想から当日の運営に至るまで、多くの方々に関わっていただ

いた。こうした準備は、各々が本来の仕事をしながら行っていたため、一時は

多忙を極めることもあった。それでも、「これまでお世話になった井上先生の

ご退職を盛り上げたい！」という意志のもと、実行委員会として非常に高いパ

フォーマンスを発揮することができたと感じる。

３．開催を終えて

　最終講義当日は、あいにくの寒波・雨天だったが、井上先生の活気あふれる

講義と、鈴木政吉ヴァイオリンの温かな音色に彩られ、会場は明るい雰囲気に

満ちていた。それはオンラインにおいても同様だったようで、文字通りの「リ

アルタイム」配信として、画面越しに最終講義を楽しんでいる様子を感じ取

れた。実行委員会では、イベントの最中と終了後に、すべての参加者に向けて

オンラインのコメントフォームを案内し、最終講義の感想や井上先生へのメッ

セージを送っていただけるようにした。これまでに、実行委員会が承知してい

る分だけで、のべ 50件のコメントが寄せられており、そのどれもが井上先生

の門出をお祝いし、先生の教えを思い返す温かな内容となっている。これらの

コメントを目の当たりにして、筆者はあらためて井上先生の研究者としてのバ

イタリティと、教育者としての魅力あふれるお人柄に触れることができた。出

会った人々の心を動かし、物事を前進させる力――勝手ながら、井上先生の「す

ごさ」はそうした部分にあるのではないかと愚考する。

　なお、最終講義の模様は録画し、後日 YouTube上で配信する予定である。

準備が整い次第、参加者・関係者にお知らせする。

注
1執筆者や各章のタイトル等、本書の詳細については音楽之友社 HPを参照されたい。（URL: 

https://www.ongakunotomo.co.jp/catalog/detail.php?id=139110）
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最終講義のチラシ（表）
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最終講義のチラシ（裏）



67mixed muses no.17

　

レクチャーをする井上先生

鈴木政吉ヴァイオリンの演奏


